
（様式７） 公共事業継続箇所評価調書

評価確定日（平成３０年 ９月２８日）

事業コード Ｈ30－建－継－01 区 分 ● 国庫補助 ○ 県単独

事 業 名 地方街路交付金事業 部局課室名 建設部 都市計画課

事 業 種 別 現道拡幅 班 名 都市整備班 (tel) 018-860-2443

路 線 名 等 都市計画道路 川尻広面線 担当課長名 都市計画課長 竹村 勉

箇 所 名 秋田市大町 担 当 者 名 副主幹（兼）班長 草彅 克昌

政策コード 04 政 策 名 安全で安心な生活環境の確保
プランとの

施策コード 03 施 策 名 四季を通じて快適な生活環境の確保
関連

指標コード 05 施策目標(指標)名 コンパクトで魅力のあるまちづくりの推進

１．事業の概要

事 業 期 間 Ｈ２６～Ｈ３２（ ７年） 総事業費 30.0 億円 国庫補助率 0.6545

事 業 規 模 延長 Ｌ＝１９７ｍ 幅員 Ｗ＝９．０（２５．０）ｍ

(都)川尻広面線（県道名：(主)秋田岩見船岡線)の秋田市大町部分は、秋田市都心部の道路交通を
迂回させる都心環状道路の一部として位置づけられている重要な幹線道路である。

事業の立案 しかし、現道は一方通行規制がなされているほか、歩道も無く、円滑な道路交通が阻害されてい
る。

に至る背景 H25.7に隣接する寺町工区(344m)が完成したが、依然として当該区間がボトルネックとなり、都心
環状道路の機能を十分に発揮することが出来ないことから、拡幅により一方通行を解消し、交通混雑
の緩和と良好な沿道環境の形成を図る。

○バス交通を含めた都市内交通の円滑性確保
○通学路の安全確保と地域住民の安全性向上

事 業 目 的 ○一方通行解消
○公共公益施設へのアクセス向上

計 画 時 評 価 時 増 減 理 由 等
事 業 費 3,000,000 3,000,000 0
経 費 工 事 費 370,000 370,000 0

用 補 費 2,500,000 2,500,000 0
事業費内訳 内 訳 そ の 他 130,000 130,000 0

国庫補助 2,100,000 1,963,500 ▲136,500 補助率の変更による
事 業 内 容 財 源 県 債 648,000 770,800 122,800 補助率の変更による

内 訳 そ の 他 180,000 180,000 0
(単位:千円) 一般財源 72,000 85,700 13,700 補助率の変更による

道路改築 道路改築
事 業 内 容 L=197m L=197m

事業の進捗 ○平成２９年度末で事業進捗率は２２％（用地補償率２４％）

状況

事業推進上 ○国登録有形文化財の移設
○事業認可変更予定

の課題

関連する計 県が策定する「都市計画区域マスタープラン」
市が策定する「都市計画マスタープラン」

画等

情勢の変化 特に情勢の変化は無く、隘路区間を早急に解消する必要がある。
及び長期継
続の理由

指 標 名 都市計画道路整備率
事業効果把 指 標 式 整備済み延長／都市計画決定延長
握の手法及 指 標の 種 類 ○ 成果指標 ● 業績指標 低減指標の有無 ○ 有 ● 無
び効果 目 標 値 ａ ６４％ データ等の出典 秋田県の都市計画

実 績 値 ｂ ６４％
達成率ｂ／ａ １００％ 把 握 の 時 期 平成３０年 ４月
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